
№23

平成20年度「立ち上がる農山漁村」選定事例概要書

◎取 組 分 野：【交流】

１．都道府県、市町村 愛知県東栄 町
とうえいちよう

２．団 体 名 とうえい宝の山づくり実行委員会

３．取 組 み の 名 称 チェンソーアート競技大会IN東栄

４．取 組 概 要 等

◇概 要

東栄町の2000年記念イベントにアメリカ人のチェンソーアート世界チャンピオンが来日

し、実演を披露した。その際、日本初のチェンソーアートの講習会も開催され、そのときの

受講生が中心になり、平成13年、「チェンソーアートクラブ マスターズ・オブ・ザ・チェ

ンソー東栄」を設立した。クラブのメンバーが中心となって組織された「とうえい宝の山づ

くり実行委員会」は、町議会総務経済委員長や町内の経済団体等から成り立ち、下部組織の

運営委員会のメンバーであるチェンソークラブ員によって運営が行われている。

平成13、14年には「個性ある山村地域再構築実験事業」の補助を受け、第１回、第２回の

チェンソーアート大会が開催された。その後平成20年まで８回のチェンソー競技大会を毎年

開催している。競技大会は町内の「東栄ドーム＆グラウンド」にて２日間開催され、国内外

のチェンソーアーティスト約50名が選手として参加している。

この大会はチェンソーアートの技術を競うイベントであるが、同時に都会から来る観客に

間伐の重要性を知ってもらい、山の保全に対する理解を求めることを目的としている。そこ

で、家族連れにも楽しんでもらえるよう、木工広場や木登り大会など子供を対象としたアト

ラクションを開催したり、おが粉や木っ端の無料配布などを行っている。また、第２会場を

設けて作品を展示したりするなど、毎年、内容に変化をもたらすよう工夫をしているほか、

世界チャンピオンと地元の和太鼓集団「志多ら」の競演ショーや地元小学生の絵画展、地元

特産品の販売等を通じ、東栄町のＰＲの場にもなっている。

資金面では、県の「地方振興補助事業」の補助金を活動費に充て、また大会の趣旨に賛同

してする企業・地元商店などからの協賛金も得られるようになった。

◇活動の規模

項目 H15 H16 H17 H18 H19

売り上げ 7,566,107 2,976,843 4,763,875 4,045,100

解説 単位：円 チェンソーアート大会の決算額(収入)

来客数 3,000 3,000 3,000 10,000 5,000

解説 単位：人

雇用者数 25 25 30 30 40

解説 単位：人 ボランティアスタッフを含む

ｲﾍﾞﾝﾄ回数 １ 1 1 1 1

解説 単位：回 毎年５月に実施

ｲﾍﾞﾝﾄ参加 60 82 76 87 75

者 解説 単位：人 選手及び出店者
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◇活用している地域資源

メインとなるのは町の面積の９０％以上を占める森林の杉の木である。大会では東栄町内

産の三河杉の間伐材を使用しているほか、大会に多くの観光客が来ることにより、町内にあ

る「とうえい温泉」や宿泊施設、あるいは地元の商店街などを活用している。

この地方の伝統行事で国の重要無形文化財に指定されている「花祭り」をウェルカムパー

ティで紹介するなど、東栄町の新しい文化であるチェンソーアートを楽しむだけでなく、伝

統ある文化も楽しんでもらうことにより、東栄町に対する理解を深めてもらっている。

◇地域活性化のポイント

地元産三河杉（間伐材）の利用により林業の活性化を推進し、副産物であるおが粉の無料

配布により地域資源の再利活用を行い、自然環境の保全を促している。

また、海外からの選手や観光客を迎えるにあたってはホームステイを実施し、ウェルカム

パーティを開催するなど地域住民と交流の輪を生み出し、地域の連帯感を高めている。

◇事業の今後の展開方向

平成22年には第２回のチェンソーアート世界大会を開催予定しているため、平成21年はプ

レ世界大会ということで、国際交流チェンソーアート競技大会を開催を予定している。単な

るチェンソーアートの競技大会だけでなく、来場した人に東栄町の魅力を伝えることのでき

るようなイベントになるよう工夫し、リピーターとして何度も東栄町に訪れてもらえるよう

にする。

競技大会では、町民が普段なかなか接する機会のない外国人との交流の場を設け、国際関

係に目を向けるきっかけとなり、今後も町民レベルでの交流が広がっていくことを期待する

ほか、山村の現状（山の現状）を知ってもらうためのパネル展示などの啓発事業の部分は、

そのスペシャリストである、県の林務課などの協力を得て展開していく。

この大会は日本における最古で最大規模の大会であり、林業関係者からも将来性などに

ついて注目されている。まだ歴史の浅い分野ではあるが、それだけに可能性を秘めており、

山村の活性化に多いに役立つと考えている。


